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S．D． 0、023 0．019 0．0　　0．2　　0．4　　0．6　　0．8　　1．0
False　Positive　Fraction
P値 ＝　0．300
図3　ROC　curve
ルムの電子化の階調数は10ビット，1024階調であ
る7｝．したがって，今後歯科領域フィルムの電子化
はこの基準にそい，診療報酬の対象となる機能を
持ち，かつ歯科放射線の現場で入力しやすいス
キャナを開発してゆく必要があろう．また，通常
医科領域のX線画像のCRT像評価は高性能な
モノクロームCRTモニターで行われており8・9），
今回の評価のようにカラーCRTモニターを使用
した実験例は少ない．
　滝澤らはTeleradiologyシステム（遠隔画像診
断システム）のCRT評価を行いROC解析を実施
したが1°），胸部における疑似結節ではあるが，X線
フィルムやモノクロームCRTモニターに比べて
カラーCRTモニターの方が結果がややよかった
ことを報告している．今回のわれわれの実験でも
同様の結果となった．この原因としては，病巣の
存在が，階調圧縮の影響によって強調されたこと，
カラーCRTモニターの持っ階調特性が病巣部位
の強調効果を示したこと，また，大型カラーCRT
モニターの1画面全体に画像を拡大することによ
る効果などが影響していると考えられるll）．この
ようなヵラーCRTモニターはパーソナルコン
ピューターの急速な普及に支えられ，その性能，
機能の進歩は昨今著しいものがある．また価格の
低下も急速であるため，画像診断に普及型カラー
CRTモニターが利用できれぽ，　PACS（Picture
Archiving　and　Communication　system），院内
LAN（Local　Area　Network）などの診療システ
ムへの導入は容易である12）．このことから，今回の
実験で得られた画像評価の結果は大きな意義があ
るものと考えられる．
　しかしながら，この結果をもってただちにすべ
ての歯科領域におけるX線画像の電子化が可能と
なるわけではなく，パノラマX線写真や他の単純
X線写真も含めた電子化には，操作性がよく10
ビット階調なども可能な専用イメージスキャナが
28 内田他　歯科用X線フィルムの電子保管のための画像評価
必要であり，この開発を含めて今後さらに実験を
行う予定である．
結 語
1．デンタルX線フィルムを電子化し，CRT上の
画像をROC解析により評価した結果，デンタル
X線フィルムとほぼ同等の評価が得られた．
2．根尖病巣の観察にはCRTによる画像読影と
診断が可能であると考えられた．
3．スキャナの特性を事前充分に把握すること，
適切なX線量による撮影の実際が重要と考えられ
た．
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